
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

役
立
つ
時
が
無
い
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

小
松
町
公
民
館
長 

久
祢
田 

修
一
郎

　

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
は
今
年
で
3

回
目
を
迎
え
、
1
月
22
日
に
公
民
館

の
大
会
議
室
に
お
い
て
54
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
け
を
紹
介

す
る
。

　

先
ず
、
1
つ
目
は
、
皆
様
か
ら
の

課
題
を
町
会
連
合
会
等
が
進
め
て
き

た
事
案
。

　

①
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
。

「
出
川
・
浅
間
線
の
延
伸
」
は
地
区

の
西
部
を
通
る
道
路
整
備
事
業
で
、

半
世
紀
以
上
手
つ
か
ず
だ
っ
た
が
今

年
度
に
は
関
連
町
会
の
説
明
会
及
び

必
要
な
調
査
が
松
本
市
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
大
き
く
前
進
し
た
。
他
の
道

路
や
水
路
の
改
修
整
備
は
完
了
し
て

い
る
が
、
改
善
策
を
模
索
し
て
い
る

箇
所
も
あ
る
。

　

②
地
域
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
。

「
里
山
辺
公
民
館
・
出
張
所
の
移
転

新
築
事
業
」
の
要
望
書
を
松
本
市
に

提
出
し
前
向
き
に
検
討
す
る
旨
の
回

答
を
頂
い
て
い
る
。

　

③
地
域
の
歴
史
・
文
化
財
発
展
充

実
事
業
。
林
大
城
が
国
の
史
跡
に
認

定
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
励

み
と
な
る
。

　

2
つ
目
は
里
山
辺
地
区
の
福
祉
の

課
題
と
現
状
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、
高
齢
化
が
進
み

自
宅
で
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
の
人

に
「
し
て
ほ
し
い
支
援
」「
出
来
る

支
援
」
等
を
推
進
す
る
。
そ
の
た
め

に
福
祉
ひ
ろ
ば
・
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
・
地
区
各
種
団
体
の
相
互
協
力

が
必
要
だ
。

　

3
つ
目
は
、
参
加
者
か
ら
の
意
見

や
新
た
な
提
案
で
あ
る
。

　

①
朝
食
を
と
ら
ず
に
学
校
に
行

く
児
童
の
た
め
に
有
志
が
金
を
出

し
合
い
「
子
供
食
堂
」
を
つ
く
る
。

　

②
町
会
の
隣
組
再
構
築
で
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
見
守
り

を
す
る
。

　

小
松
町
は
、
昭
和
45
年
に
北
小

松
か
ら
分
離
独
立
し
た
2
百
世
帯

程
の
中
規
模
な
町
会
で
す
。

　

専
業
農
家
は
な
く
、
大
半
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
現
在
は
リ
タ
イ
ア

さ
れ
た
方
も
多
く
、
ご
多
分
に
漏

れ
ず
高
齢
化
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
町
会
の
た
め
、
文
化
遺

産
も
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
も

な
く
特
徴
の
無
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

町
会
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る

事
は
行
事
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
、
楽
し
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え

る
雰
囲
気
作
り
で
す
。
特
に
女
性
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
後
の
慰
労
会
参

加
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
軽

食
・
飲
み
物
に
も
工
夫
し
て
、
ご
主

人
・
子
供
連
れ
で
参
加
し
て
頂
き
、

理
解
と
懇
親
を
深
め
て
貰
い
ま
す
。

今
後
の
行
事
に
も
家
族
全
員
で
積
極

的
に
参
加
し
て
頂
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

数
年
前
に
、
一
軒
全
焼
の
火
災
事

故
を
経
験
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

防
災
訓
練
で
時
間
を
割
い
て
い
る
の

が
初
期
消
火
訓
練
、
特
に
消
火
栓
取

扱
い
と
放
水
訓
練
で
す
。

日
中
の
在
宅
は
高
齢
者
で
す
の
で
彼

ら
を
中
心
に
、
有
事
の
時
に
慌
て
な

い
よ
う
に
実
技
訓
練
を
中
心
に
真
剣

市
内
外
よ
り
6
0
0
名
程
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
全
体
会
で
は
松
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
特
色
や
住
民
の

自
治
と
協
働
に
よ
る
生
き
が
い
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
確
認
し

2
日
目
は
11
の
テ
ー
マ
毎
に
分
科

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
先
立
ち
、
松
本
市

教
育
委
員
会
よ
り
、
長
年
公
民
館

活
動
を
牽
引
頂
い
た
方
に
公
民
館

功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
里

山
辺
地
区
か
ら
は
本
部
文
化
委
員

を
32
年
間
務
め
ら
れ
た
高
橋
裕
さ

ん
（
兎
川
寺
）
と
前
本
部
体
育
委

員
長
で
20
年
間
本
部
体
育
委
員
を

務
め
ら
れ
た
中
澤
寛
さ
ん
（
林
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
28
・
29
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
松
本
市
公
民
館
70
周
年
記

念
事
業
「
未
来
を
拓
く
自
治
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
研
究

集
会
松
本
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
事
業
は
多

く
の
人
の
手
を
借
り
て
着
実
に
成
果

を
上
げ
な
が
ら
前
進
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
を
更

に
活
発
化
す
る
た
め
に
、
も
う
一
度

「
里
山
辺
を
ど
う
い
う
町
に
し
た
い

の
か
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
い
の
か
」
徹
底
的
に

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
出
さ
れ
た
課
題
は
具
体
的

に
検
討
し
「
住
民
に
伝
え
住
民
と
共

に
考
え
る
こ
と
」
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、提
案
や
意
見
だ
け
で
は
な
く
、

「
具
体
的
な
解
決
策
」
等
も
提
起
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
事
が

ま
ち
づ
く
り
を
更
に
加
速
さ
せ
る
と

信
じ
て
い
る
。

里
山
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
　
市
原
　
富
美
敏

左：重田篤希さん　中央：渡邉奏和さん
　右：丸山祐弘さん

あいさつ運動標語  入賞者の皆さん

公民館功労者表彰を受賞された皆さん

小松町
町会 

わが町紹介

女
性
・
子
供
・

　

  

高
齢
者
が
鍵

● ●

町内防災訓練の様子

平成28年度

里
山
辺
地
区

　
　
　ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク

未
来
を
拓
く
自
治
と

協
働
を
目
指
す
研
究
集
会
松
本
大
会

公
民
館
功
労
者
表
彰
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7
年
に
一
度
の

須
々
岐
水
神
社
御
柱
祭
に

向
け
て

◇
須
々
岐
水
神
社注連

縄
新
調

　

薄
町
町
会
住
民
約
60
名
が
3
日

間
掛
け
て
編
ん
だ
注
連
縄
を
鳥
居

に
取
り
付
け
た
。

　

7
年
毎
、
卯
年
・
酉
年
の
御
柱

行
事
の
年
に
新
し
く
す
る
の
が
恒

例
で
、
全
長
約
30
メ
ー
ト
ル
、
太

さ
最
大
90
セ
ン
チ
の
大
き
な
注
連

縄
を
こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
に
な
る

よ
う
に
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
慎
重
に
確
か
め
つ
つ
鳥
居
に
取

り
付
け
た
。

館
報
編
集
委
員　

小
幡
　
政
義

刻
字
体
験
講
座
に
参
加
し
て

「
ス
ケ
ッ
チ
の
果
て
に
」

の
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
る
式
と

な
っ
た
。
以
下
は
参
加
者
代
表
の

山
口
智
美
さ
ん
の
決
意
の
こ
と
ば

（
一
部
抜
粋
）
で
す
。

　

私
は
将
来
、
教
育
関
係
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
師
で
あ
る
一
番
身
近
な
両
親
や

日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生

方
の
、
生
徒
思
い
な
姿
、
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
私
た
ち
の
た

め
に
動
い
て
く
だ
さ
る
姿
に
私
は

憧
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
教
育
の
た
め
に
尽
く
し

た
福
沢
諭
吉
が
書
い
た
「
学
問
の

す
す
め
」
の
中
に
、「
信
用
こ
そ

人
生
の
第
一
義
。
か
り
そ
め
に
も

人
に
当
て
に
せ
ら
る
る
人
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
な
ん
の
よ
う
に
も
立
た

ぬ
も
の
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

地
区
全
体
で
数
え
年
15
歳
の
立

志
を
祝
う
「
里
山
辺
地
区
立
志

式
」
が
2
月
18
日
に
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
参
加
生
徒
は
36
名
で
地
域

や
町
会
で
生
活
す
る
意
義
や
自
身

　

私
は
こ
の
言
葉
を
知
り
、
自
分

も
そ
う
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に

必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
周
り
か
ら
信
用
さ
れ
る
大
人

そ
し
て
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

立
志
を
迎
え
て
、
自
分
な
り
に

未
来
に
つ
い
て
色
々
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
少
し
で
す
が
、
大
人

へ
の
階
段
を
昇
り
始
め
た
よ
う
な

気
も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夢
に
向

か
っ
て
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
辺
中
学
校
　
山
口
　
智
美

す
。
香
る
様
な
花
と
は
程
遠
い
も

の
で
し
た
が
、
今
後
と
も
研
鑽
を

重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者　

市
橋
　
富
餘

　

山
辺
中
の
ド
リ
ー
ム
大
学
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
刻
字
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
、
機
会
あ
る
ご
と
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
松
本
の
ロ
ビ
ー
展
や
、
安
曇

野
の
碌
山
研
成
館
に
足
を
運
び
、

眼
力
を
養
っ
て
き
た
つ
も
り
で

す
。

　

今
回
の
作
品
づ
く
り
、
絵
だ
け

で
も
良
い
と
の
事
で
、
薔
薇
に
決

め
て
何
枚
と
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
て

試
行
錯
誤
の
末
仕
上
げ
た
も
の
で

　

今
回
の
講
演
で
は
、
た
く
さ
ん

の
古
文
書
を
紐
解
き
、
小
笠
原
氏

の
先
祖
で
あ
っ
た
源
氏
の
流
れ
を

く
む
武
士
の
時
代
か
ら
武
田
信
玄

と
の
戦
い
に
敗
れ
た
小
笠
原
長
時

迄
の
人
物
像
に
つ
い
て
系
図
を
も

と
に
説
明
を
さ
れ
た
。

　

特
に
テ
ー
マ
の
「
井
川
城
か
ら

　

城
跡
の
考
察
を
す
る
に
は
、

そ
の
城
の
構
造
等
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
の
城
を
造
っ
た
人

物
像
の
背
景
を
学
ぶ
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

◇
早
春
の
い
で
湯
の
谷
に

「
木
遣
り
歌
」
響
く

　

2
月
25
日
、
須
々
岐
水
神
社
二

の
御
柱
を
曳
き
出
す
根
倒
し
「
山

出
し
祭
」
が
湯
の
原
地
区
で
行
わ

れ
た
。

　

朝
の
冷
え
込
み
は
有
っ
た
け
れ

ど
、快
晴
に
恵
ま
れ
、青
年・中
老・

役
員
約
百
名
余
り
が
、
ゆ
き
頭
の

先
導
で
木
遣
り
歌
を
響
か
せ
な
が

ら
山
か
ら
里
へ
曳
き
出
し
た
。

　

5
月
5
日
の
里
曳
き
・
建
立
祭

に
は
多
く
の
氏
子
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

上
金
井
町
会
御
柱
総
代  

金
井  

守

林
城
へ
」
は
、
小
笠
原
政
秀
に

よ
る
井
川
城
襲
撃
と
府
中
が
制

圧
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
平
城
か

ら
山
城
へ
移
っ
た
と
思
わ
れ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後

の
山
城
の
研
究
に
大
変
参
考
に

な
っ
た
。参

加
者　

柳
澤
　
一
則

市橋さんの作品

立志を迎える参加者と
演奏いただいた嘉納夫妻

決意のことばを述べる山口さん

新調された注連縄

ゆき頭の木遣りで山から里へ

立
志
式
（
３
／
４
成
人
式
）

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
る

「
文
献
で
見
る

　
府
中
小
笠
原
氏
の
動
向
」
の

　
　
　
　
　
　
　
講
演
を
聴
い
て
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